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1999年明けましておめでとうございます。
明るく、プラス指向で頑張って、素晴らしい

2000年につながる年に致しましょう。
この新年に三つの願をかけました。
一つ、昨年アメリカのショップの視察をして参

りました。楽しい売り場、エンターテイメントの
ある売場、お客の喜ぶ顔を見る事を楽しみながら
店作りをしているように思いました。私達の店舗
はいかがでしょう。楽しい店舗になっているでし
ょうか。

2月24日から有明の東京ビッグサイトで展示会
が開催されます。見にいってヒントをさがしまし
ょう。ヒントが無かったら、もっと楽しい、ヒン
トになるような展示会にするよう要望をしましょ
う。
売れない理由は不況の為でなく、自らの店はお

客様にとって、如何かを反省して頑張りましょう
二つ、2002年より学校は「土･日」が休みに成

ります。昨年一年間、「学校体育」の問題を取り
上げて参りました。「教育」は「知育、徳育、体
育」のバランスが必要である事は理解していなが
ら、親になると、「知育」に片寄りすぎているよ
うです。今年の2月23日の横浜で開催される全国
総会の後の三層協議会では「21世紀へのスポーツ」
というテーマで、日本サッカー協会会長岡野俊一
郎先生に「体育とスポーツ」等のお話をして頂き
ます。共に勉強し共に行動致しましょう。
三つ、日本高野連では打撃練習の投手に対して

危険防止の為に、新しく開発された投手用ヘルメ
ット（ヘッドギア）の着用を義務づける事が決め
られました。全運小連と致しましても、高野連さ
んの意を汲み、高校球児の安全徹底の為に普及に
努力する事をお約束致しました。三層で協力して
今年の３月までに、ヘルメット普及に努力致しま
しょう。
以上、三つの願を述べさせて頂き、昨年同様

「全運小連」を宜しくお願い致します。

先ずもって、全運小連各県組合員の皆様、新年
明けましてお目出度うございます。
戦後50年のヘドロが山積された日本経済もいよ

いよ正念場を迎えました。
金融業界のビッグバンに始まり、我々スポーツ

用品業界もまさにビッグバンの時代になりまし
た。
大店法廃止に伴い大型店の出店ラッシュ、アメ

リカよりの黒船上陸、アウトレットゾーンの乱立、
沈没寸前の日本経済の諸状況と、まさに同じ状態
です。
しかし、何とか英知と勇気と希望を持って生き

抜いて行かねばなりません。
昨年の平成十年は寅年という事で寅は千里行っ

て千里もどるが如く波乱万丈の年から平成十一年
は卯年、おとなしくピョンピョンと飛び跳ねる年
で五月頃から政府の打った60兆円の経済再生カン
フル剤も多少は効いて少しは明るい光りを差し込
んでくると思います。まだまだ問題は山積ですが
夢と希望を持って明るい気持ちで少しでも前向き
に進もうではありませんか。
モルテンの民秋社長さんに東北ブロック大会で

ご講演頂きましたが、スポーツビジネスの核はス
ポーツ用品であり、アメリカでは地域密着型の中
小専門店が堂々と生きていると語っておられま
す。
本年は日本の都市でも一番元気の良い「ミナト

未来２１」で活発な神奈川県横浜において２月22
日、23日全運小連平成十一年の総会がございます
ので、全国から全運小連加盟の各県総会の皆様と
再会できるのを楽しみにしております。
簡単ではございますが、先ずは、新年のご挨拶

とさせて頂きます。
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今回、各地ブロック総会に参加して、各ブロッ

クより「サッカーくじ」を私達スポーツ店で販売

できるようにしてほしいという要望を沢山頂きま

した。

これは「サッカーくじ」という新しい商品によ

り、新しい人の流れを呼び込もうという、夢と、

希望を含んだものと思います。

常務理事会では、サッカーくじに関しては前向

きに、行動をとるべく決議されていましたので、

ご期待に添うべく文部省体育局と接触をしており

ます。

12月17日（木）、「サッカーくじ」に係る第1回

目の説明会が日本体育･学校健康センター（国立

霞ヶ丘競技場会議室）で開催されました。

全運小連・石井副理事長と佐々木事務局が参加

して参りました。

続いて、12月25日、辻本理事長、活性化委員会

の上田（滋賀県）常務理事と佐々木事務局と3人

で文部省へ行ってまいりました。

結果、緊急で動かなければ、間に合わない事が

明白になりましたので、ご報告申し上げます。

12月17日のスポーツ振興投票業務に関する説明

会では、業務委託先の金融機関公募に入っていて、

金融機関の一連の問題で遅れているが、これが決

まれば早く進むとの事でした。

しかし、25日、文部省体育局専門員の説明によ

ると、平成11年3月までに、金融機関の決定をし

なければならないという事でした。

その時、金融機関は取扱販売店もセットした状

態で、日本体育･学校健康センターに対して、コ

ンペ提出という形になるそうです。

ですから、全運小連として、金融機関に対し取

扱店として取り込んでもらわなければいけない。

金融機関に取り込んでもらうには、全運小連とし

てはどこの地域の組合員が何軒というデータを持

ち、販売体制を策定し、金融機関に申し込まなけ

ればお願いにも行けない。

又、任意団体ではいけないので、「協同組合連

合会」という法人化も急がなければならない、と

言う様に色々な事を一瞬にしてやらなければなら

なくなりました。

全運小連として
今すぐやらなければならない事

①　サッカーくじの受託金融機関にな

ろうとしている金融機関を探す。

②　金融機関が文部省へ出すコンペ

（企画案及び申請書）に取扱販売店

のいくつかの業種の中の一つにスポ

ーツ店を入れてくれるように、お願

いする。

③　全運小連は任意団体なので、1999

年内に「協同組合連合会」として申

請する。

④　文部省（日本体育・学校健康セン

ター）は1999年3月までに金融機関

を決めると言っているので、2月中

に金融機関に話をつけなければなら

ない。

⑤　金融機関と話を進める場合、全運

小連として、どこの地域で何軒が応

募という事を言わなければならない

ので、1999年1月中～下旬に アンケ

ートをさせて頂きます。

全運小連の組合員は2,300軒ほどですが、組合員

により、環境も、条件も違いますから、参加を希

望されるところも有れば、参加されない組合員さ

んも有ると思います。

１月末までに、「サッカーくじ」販売店として

参加するか、否かのアンケート調査をしたいと思

サッカーくじレポート

サッカーくじ 必　読
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サッカーくじレポート

います。アンケート調査は、今回の「JSRレポー

ト・7号」に同封致しました用紙により、回答頂

き、FAX.願います。1月中旬から下旬にかけてご

回答願います。

以下の資料から情報をつかんで頂き、また、質

問事項が有りましたら、事務局に聞いて頂き、お

店における方針を検討してからご回答願います。

サッカーくじ
趣旨及び法制定の経緯

スポーツ振興の為に必要財源確保の手段として

実施。「寄付＋夢＋知的ゲーム」。

スポーツ振興くじの収益の使途
①　地域におけるスポーツの振興を目的とする事

業。

〈地域スポーツクラブ、広域スポーツセンター等〉

②　スポーツに関する競技水準の向上その他のス

ポーツ振興を目的とする国際的又は全国的な規

模の事業を行う為の施設の整備。

③　①、②の施設において行われるスポーツの振

興を目的とする事業

④　スポーツの指導者養成、及び資質向上、スポ

ーツに関する調査研究その他スポーツ振興を目

的とする事業。

金融機関について
第一勧業は宝くじをやっているからやらない。

二行以上の銀行が地域のテリトリーを決めて、受

ける事も可能。保険会社も可との情報。

販売店について
今のところ、ガソリンスタンド、タバコ店、酒

販売所などがあるそうです。

これらはガソリンスタンドでは免許証を持つの

は18歳以上、喫煙も飲酒も同様に20歳未満には販

売しないというチェックには適切という、セール

スポイントをもっているという事です。

スポーツ店は古くから、スポーツ振興には努力

をしてきた実績が有り、サッカーくじの購入者は

スポーツを好きな20代、30代、40代の男性だから、

ぜひスポーツショップで販売したい。というセー

ルスポイントでゆきたいと思っています。

Jリーグの試合方式
１、構成チーム数

1部：J1――16チーム

2部：J2――11チーム（将来16チームまで）

２、公式試合の方式

リーグ戦

①　J１【試合数】240試合

1日8試合＊5節＊2ステージ

【開催日】原則土曜日

② J２ 【試合数】165試合

1日5試合＊11節＊3回総当たり

【開催日】原則日曜日

３、開催期間（平成11年度）

(1)リーグ戦 １st. ステージ：３～６月

２nd.ステージ：８～11月

(2)リーグカップ ４～１１月

(注)オリンピック予選等で変更も有り

投票申込のイメージ
マークシート方式で13の試合の場合、各試合ホ

ームチームが（勝ち）、ホームチームが（負け）、

その他（引分け）の３つの選択が出来ます。それ

を13の試合について行います。

＊13の試合について、3つの選択（勝ち・負け・

引分け）の内１つだけ選んだ場合、それで１口

で１００円という事になります。

＊第１試合においてホームチームが（勝ち）と、

（負け）、（引分け）の３つを選び、２番目の試

合から１３番目の試合まで、各１つだけ選んだ

場合は３口で３００円となります。

＊さらに２番目の試合は（勝ち）と（引分け）の

２つを選んだ場合は３×２＝６口で６００円と

いうことになります。

＊そして、マークシートに以上のようにマークし

て販売機に申込券を入れますと、機械はマーク

を読み取り、あなたの投票内容は６口で６００
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円です。確認して了解なら、了解のボタンを押

して、「お金を投入してください。」となり、入

れれば、投票権という控えが出てきます。

＊もし、１３試合すべてに、マークを打った場合

その内の１つは当たりますが１×３の１３乗で

すから、計算してみましたら１，５９４，３２

３口になり、一口１００円で１億５千９百万円

ほど投資をしなければならない事になりますの

でそのような人はいないでしょう。確率でいけ

ば、宝くじと同じような確率という事です。

｢競馬｣のようなギャンブルとは違い、「宝くじ」

のように「夢」を買うといった方向性のもので

あると共に「寄付」＋「知的ゲーム」という事

が理解できてまいりました。

「サッカーくじ」販売店の収益性は？
取扱店になるための機械の初期投資が100万～

200万円といわれましたが、100万円で仮定します

と、リースにすると、月2万円くらいになります。

販売店の粗利益率は売上の４～５％ほどと予想

されます。リース代を販売手数料でカバーできる

分岐点は、20,000÷５％＝400,000円となります。

このサッカーくじの一人当たりの購入金額を1,000

円と仮定しますと、400,000円÷1,000円＝月当た

り400人の来店、さらに、12月～2月は試合がない

ので、

400人×12ヶ月÷9ヶ月＝533人の来店が必要と

なります。533人÷4週＝133人、前の週の戦績を

見て検討し、試合が、土、日曜日に行われ、

その前日が締切ですから、木、金曜のあたり

に集中して133人ほどの購入者が分岐点とい

う計算が出来ると思います。

以上のレポートですべてお伝え出来ている

とは思いませんが、「サッカーくじ」のイメ

ージを少しは、つかんで頂けたかと存じます。

但し、上記、事務局のFAX．１台では、パニッ

クを起こしそうですので、別紙、正副理事長、活

性化委員会のFAX.No.も列記させて頂きますので、

組合員の皆さんの、お近くの番号に送って頂きま

サッカーくじレポート

FAX.によるアンケート調査を行います。

1999年1月下旬までに本紙と同封致しま

した、FAXアンケート回答用紙にてご

回答願います。

回答率１００％になるように、ご協力

願います。

① JSRレポート第7号の「サッカーくじ」

のレポートは読みましたか？

（A 読んだ。B 読んでいない。）

②「サッカーくじ」は賛成ですか？

（A 賛成です。B 反対です。）

③ このレポートで「サッカーくじ」の

イメージを少しはつかめましたか？

（A つかめた。B  つかめていない。）

④「サッカーくじ」の販売店を希望し

ますか？

（A 希望する。B 希望しません。）

'98フランスワールドカップの際の申込み券



5

「野球用品の
販売促進活動についての会議」

平成10年９月２日、インテックス大阪において、

大阪の展示会のおり、標記の会議を持ちました。

それは、メーカーの販売促進が小売店を無視し

たもので、メーカーの競争で勝ち得たところが小

売店を通せば良いでないかというような、小売店

の営業活動を無視したような発言が有ったり、そ

の他違反行為が有りましたので、47都道府県理事

長に対してアンケート調査をしところ、最近のメ

ーカーの出過ぎた販促に対する不満が多くありま

したので、9月の会議を持ちました。

9月の会議には、ミズノ、アシックス、デサン

ト、エスエスケイ、ゼットと、オブザーバーとし

て、ナイキジャパンの6社に参加して頂きました。

会議では、卸さん、メーカーさんの販売促進は

小売店と共に行うという事で申し合わせをした。

今回の会議は、10年ほど以前にこのような会議

を開いて以来なかったので、1998年の夏は近年に

なく荒れたと言う意見が出て、選抜の始まる前に

当たる12月に6社でなく、高校野球に関係してい

る卸さん、メーカーさんに皆さんに集まってもら

い、やりましょうと言う事になりました。

そして、今年2回目の「野球用品の販売促進活

動についての会議」を下記のように開催致しまし

た。

日時： 平成10年12月18日（金）

15：30～17：00

会場： たかつガーデン〈大阪府教育会館〉

２F（百合の間）

参加頂きました会社は次の会社です。

アシックス ヒロウン ベン

イモト エスエスケイ ザナックス

デサント サンアップ 三共スポーツ

ゼット 久保田運動具店 ダイオス

トロップス ナイキジャパン ハイゴールド

ハタケヤマ ウイルソンジャパン

ミズノ リーボックジャパン

レワード ルイスビルジャパン

以上、21社の方々に集まって頂きました。

会の進行役をゼットの井本氏にやって頂き、最

初に全運小連から辻本理事長が挨拶をした。

続いて、大阪スポーツ用品卸商業組合連合会の

木村専務理事、関西スポーツ用品工業協同組合の

村田専務理事のお二人からも、15年前に当時甲子

園野球の販売の正常化にご努力された当時の模様

のお話され、挨拶とされました。

本論の販売促進活動の正常化について、辻本理

事長が前回に続いて、説明を行った。

辻本理事長は①近年の販売促進活動の乱れ、②

アンケートによれば全国的に広がっている、③昭

和58年に高野連牧野会長から頂いた｢野球用品無

償提供の廃絶について｣と言う、通達のコピーか

ら、「まず昭和55年に、「野球用具の無償提供自粛」

の書面を出したにもかかわらず、十分な解決を見

ていない。野球憲章１３条で｢金品の受け取り｣を

明確にいましめているので、よろしく対処して欲

しい」と言っておられ、さらに、「常識はずれの

安値で売り渡したり、対価をいったん受領後、寄

付するなど、｢無償でなければ憲章に違反しない

だろう｣と言う考えがはっきりと見られ憤りすら

感じると共に、憂慮すべき状態である」といって

おられる書面により説明をし、この書面は15年ほ

ど以前のものであるが、高野連の意志は今も変わ

っていない、必要なら再度出しても良いという話

を、高野連・田名部事務局長から頂いている旨伝

えた。新年１月から始まる選抜に関わる販売促進

に関して、くれぐれもメーカー単独の販売促進、

無償提供を根絶するように要望した。

特に、各社の部長クラス以上の方々は理解して

いても、高野連に登録している高校だけでも、全

国で4,015校もあるので、販売促進活動もそれだけ

にひろがるわけですから、４７都道府県末端まで

徹底して頂くようにお願いをした。

続いて、参加各社からも意見を求めた。マスプ

ロ、マスセールをしていない会社からも正常な販

売を期待する発言が出た。

この会議について今後毎年やる事を決めるので

はなく、正常化がある程度進むまで、続けよう、

とりあえずは、1999年も開催しましょうと言う事

で合意して会を閉じた。 （M.T.）

メーカー販促活動レポート
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関東甲信越ブロック協議会・総会
期　日：1998年9月24日

会　場：長野県上山田温泉

＊総会 14:10～15:10

＊三層懇談会

セレモニー 15:20～15:40

基調講演　 15:40～17:40

＊懇親会 18:30～20:30

今年は役員の改選期に当たり、会長・西宮敬二

氏、副会長・森健一氏、石井憲孝氏、会計理事・

町田宏遠氏が留任、会計理事・小寺正夫氏が新任、

理事では望月量三氏が新任、他の理事はは留任、

監事に竹内勢四郎氏、関根光葵氏が新任で承認さ

れました。

基調講演は「21世紀に生き残るスポーツ店」と

いうテーマでスポーツビジネスサポートの浪川寿

夫氏の講演があった。

次いで、神奈川県望月理事より横浜のベーサイ

ドマリーナのアウトレットの報告があった。

東北ブロック協議会・総会
期　日：1998年10月21日

会　場：山形県天童

各県報告から
秋田県、田中副理事長から報告

●大型店問題はあきらめ状態である。

●雪国でもスキーを扱う組合員が無くなってきて

いる。

●メーカーの直販が増えている。又、販売促進の

名を借りて商品提供、直販がある。

宮城県、小島氏、大坪氏、中村氏から報告

●百貨店の祭事場を使って「スポーツ・フェスタ」

を開催。

●全中大会にて、JSECの会員に通販業者のような

直販が殆どのメーカーが会員になっているが、

加入条件はどうなっているのか。

●2001年の国体を控えて、体協から寄付金の要請

を受けている。

福島県、渡辺理事長から報告

●倒産、廃業店がでている。

山形県、小関理事長より

●べにはな国体の時は60店あった組合員が、現在

30店になった。

●全中は３６％upの成績を収める事が出来た。

岩手県、長谷川理事長から

●今、2,000年の全国大会を東北ブロックで予定さ

れていて、岩手県が受ける方向で準備を進めて

いる。

青森県、松岡副理事長

●東北ブロックは隔年で開催してきたが、今年よ

り毎年開催となり、組合員も減っている中、参

加経費の捻出も大変だ。

三層協議会から
三層協議会では「時代適合型小売店」というテ

ーマにて、モルテン社長・民秋 史也 氏によって講

演が行われた。

民秋社長は、10月20日アメリカ全土のセールス

ミーティングより帰国されたばかりのお忙しい中、

講演に駆けつけてくださり、湯気の出ているよう

なホットな情報を、本論の前にお話くださいまし

た。

ザ･スポーツ･オーソリティー、フットロッカー、

そしてアスリートフットなど大型スポーツチエー

ンが日本へ上陸しているが、アメリカの小型スポ

ーツ専門店は、そのような大型スポーツチエーン

とどのような関係にあるかと、セールス･レップに

聞いたところ、

●米国の小売店は堂々と生きている。

●大型店も生死の厳しい戦いをしている。

●オッシュマンは170店舗から50店舗にリストラし

ている。

●T.S,Aは株価がこの1年間で＄27から＄4になって

いる。

●スポーツなどは創業10年前後で今後については

まだ未知数である。

以上のような、アメリカスポーツ業界の近況報

ブロック総会レポート（2）
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告の後、モルテンのセールスレップが上げた、安

心して営業に行ける小売店として、次のように10

項目以上報告があった。

１　学校や、スポーツチームなど顧客を沢山持っ

ていて、頻繁に営業に出かけている小売店。

２　商品知識が豊富な小売店。

３　良く教育された社員のいる小売店。

４　プライスコンシャスが厳しい、即ち簡単に表

示価格から値引きをしない小売店。

５　お客が何を欲しているかを一歩先に読み、お

客に提案できる小売店。

６　プリント、刺繍のネーム入れが上手く、かっ

こいいレタリングを持っている小売店。

７　カタログだけでなく、サンプルも揃っている

小売店。

８　納期を守る小売店。

９　毎年リピートがある顧客に対しては、連絡の

ある少し前に、声をかけられる小売店。

10 定期訪問をしている小売店。

11 支払いの良い小売店。

12 明日と言う事に小回りを利かせられる小売店。

九州ブロック協議会・総会
期日：1,998年11月10日

会場：佐賀県、唐津にて開催

石田会長挨拶より
●「少子化」と「スポーツ離れ」を実感している。

●今ここへ来て九州への大型店の出店ラッシュで

ある。

●組合員の内、数店が廃業、倒産している。

●「景気回復は九州から」の意気込みで頑張ろう

と挨拶

各県報告
大分県、山本理事長から報告

●近くに大型店が出店した。顧客と言うものに不

信感を持っていた。しかし半年ほど経過して、

顧客が戻ってきた。地道に誠意を持って商売を

していれば、顧客は戻ってくると言う事を実感

した。

宮崎県、岩満理事長から報告

●国体は全国で、47位と報告された。

●県内体育の活性化について体育局長とのヒアリ

ングの中で次のような報告があった。「体育大学

の卒業生6,000人の内、体育教師希望者90％だが、

求人需要は全国で600人しかなく、１県当り平均

12人にすぎない。1つの市に1人も配置されない

計算となる。」

鹿児島県、恒吉理事長から報告

●国体ではフェンシング、重量挙げに入賞した。

●商売はじっと我慢の時。

熊本県、浦田理事長から報告

●国体開催を1999年に控え、今年も神奈川へ視察

にいった。

●国体の熊本におけるリハーサルは９０％消化し

た。

福岡県中央、竹宮理事長から報告

●三層でソフトボール大会を開催し懇親を深めた。

福岡県北部、沢村理事長から報告

●組合員は3店新規加入、3店廃業、2店倒産、1店

退会で現在30店

ブロック総会レポート（2）

モルテン社長・民秋史也氏



8

●総務委員会、事業委員会、教育情報委員会、正

常化委員会の4つの委員会をもって運営してい

る。

福岡県南部、近藤理事長から報告

●２月に三層懇談会を行った。色々な苦情、小言、

要望が出た。その後、懇親会を行った。

佐賀県、吉川理事長から報告

●県の事業として、「体育の日」セールを復活した。

●組合員は増加した。

「二層協議会・パート２」
小売店が取引きをしているのは問屋さんである。

もし、問屋さんが無くなるとしたら、小売店も

無くなってしまうだろう。

q商品掛け率の改善に関する要望につい

て、

●返品の改善も意識しなければならない。

●掛け率の問題は小売店と問屋さんは運命共同体

と言って良いか。

●掛け率の問題は個々の問題である。

●大型店と一般小売店との差別対価を是正しても

らいたい。

●適正化の問題

●安売りはおさえることは出来ない

wアウトレット対策と要望について

谷久人福岡県連合会理事長から「卸の皆さんは

代理店なのか問屋さんなのか」と質問され、小西

努大阪卸理事長は「代理店はメーカーから販売エ

リアをもらい、その責任を負うものだが、現状

我々は取引き問屋だ」と回答。

●三層にはそれぞれの立場があり、又それぞれの

役目がある。

●メーカーはメーカーの立場を理解し、役目をは

たしているか。

●卸は卸の立場を理解し、役目をはたしているか。

●小売は小売の立場を理解し、小売の役目をして

いるか。

●メーカーの直売はいけない。よって、メーカー

のアウトレットの九州への進出に対しては断固

反対する。

近畿ブロック協議会・総会
期日：1998年11月12日（木）

会場：大阪上本町六丁目、

都ホテル大阪にて

＊総会 13:00～14:20

＊三層懇談会・講演会 14:30～16:30

＊三層懇親会 17:00～19:00

今期は役員改選期であり、今までの大阪府の岡

本理事長が退任され野中敏治新理事長が誕生して

おり、近畿ブロックの方も岡本邦彦会長が退任さ

れ野中敏治氏が新会長に就任されました。

副会長人事につきましては、和歌山県理事長の

稲本忠男氏が退任され黒田茂喬氏が就任されまし

た関係上和歌山県からの副会長には、黒田茂喬氏

が新しく就任され、滋賀県、兵庫県、京都府、奈

良県からの副会長は、上田善重氏、宇田貞勝氏、

清水誠一氏、小玉満氏が留任となった。

講演会は「スポーツパラダイス大阪をめざして」

――生涯スポーツからオリンピック招致まで――

というテーマで、大阪教育委員会事務局国際競技

課長代理の神崎正一氏を講師にしてお話を聞きま

した。

四国ブロック協議会･総会
期日：1998年11月12日(木)

93名の出席

四国ブロック総会は2年に1度の隔年開催

石井副理事長が出席

qカタログの無料化希望

②後継者の問題

③大型店との差別化の問題

④大型店激戦区の中の生き残り

以上４点について協議がなされた。

ブロック総会レポート（2）
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日時：平成10年11月17日

会場：東京スポーツ会館４階会議室

４つの委員会（JSEC）（スポーツ券・PL・総務）

（活性化）（公取協・海外担当）に分かれて話し合

い。

〔出席者〕（常務理事19人、監事1人）

魚見、平岡、辻本、石井、谷、小関、天沼、

山崎、和歌、石田（豊）、渡辺（哲）、森、服部、

竹原、上田、渡邉(健)、浜田、石田(輝)、恒吉、

西宮

〔欠席者〕（委任状出席）（常務理事７人、監事1人）

成松、橋本、小島、町田、野中、浅野、山内、

藤崎

【会長挨拶】

４回目のこの会議において来年度の総会のスケ

ジュール等、審議しますので、忌憚のないご意見

をお願いします。

【理事長挨拶】

石井さんの紹介で講師予定者の岡野会長に会っ

てお願いをして参りました。

【議長選出】

司会者が辻本理事長を指名

【議事録作成人、署名人の指名】

議長が作成人に佐々木事務局を指名、署名人に

石井副理事長、天沼会計理事を指名。

【前回議事録の承認】

８月24日開催の常務理事会の議事録は原案通り

了承可決した。

【報告事項】

１）各委員会からの報告事項
（A）JSEC（谷委員長報告要旨）

全運小連の会員が減少しており、会費収入と国

体、総体の１％だけで運営するのは難しいため、

国体、総体の向こう3年内開催県の理事長（熊本、

岩手、富山、岐阜）にお会いし、１％を２％にし

て頂くよう8月25日に話し合った。宮城県は欠席

だった。熊本、岐阜はご了解をいただいた。宮城、

岩手、富山県については引き続き話し合いたい。

最終的には、来年の全国大会の理事会でこの件を

結論を出したい。

次に、JSECの事務局の件だが9月末に北沢、増

原両氏が退職し、現在、藪下氏が後任の事務局と

して就任した。

今年の国体、総体、全中大会がすべて終了した

ので順に報告をお願いします。

☆神奈川国体(森神奈川理事長)

山形、愛知、広島、大阪各国体の事前調査、視

察等の予備知識が生かされ、天候も良く、思いの

外良い成績であった。

☆香川高校総体（浜田香川理事長）

事前の勉強の成果がうまく発揮したせいか、開

催期間中は天候にも恵まれ、100％以上の売上達

成につながった。詳しい報告は本部に後日、提出

します。

☆東北全中大会（小関山形理事長）

平成10年度東北６県全中大会(山形、福島、宮

城、岩手、秋田、青森)の詳しいデーターは次回

の常務理事会で報告する。全般的に上回った。

（B）スポーツ券・PL・総務（石井委員長）

＊スポーツ券は換金率が高くなっている。

全国の加盟店の販売促進が必要。

＊ PL保険の件

大東京火災海上保険（株）の宮崎係長より全

運小連団体PL保険の平成10年11月16日現在の加

入状況を詳しく説明があった。

次に「テレマサービス」のPRがあった。大東

京火災では、業界に先駆け1998年に24時間事故

受付センターとして「ダイヤルプラザ（電話サ

ービスセンター）」を開設。このセンターでは、

現在、お客様からの電話を受け、事故相談をは

じめ、医療・法律・介護相談サービスを実施し

ている。

例えばサッカーくじの件で、全組合員に反対、

賛成のアンケートのデーター収集も可能。

続いて「集団扱自動車保険制度」の提案書が

配布され、組合のメリット、加入者・組合員企

業にとってのメリット、事務のイメージ等詳し

く説明した。この件は資料の説明だけとした。

委員会 11：00～11：45

常務理事会12：30～16：00
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（C）活性化（辻本委員長）

＊９月２日に高校野球の販売促進活動の正常化会

議をインテックス大阪において開催した。（株）

アシックス、（株）エスエスケイ、ゼット（株）、

（株）デサント、（株）ナイキジャパン、ミズノ

（株）の野球担当者に出席していただいた。

販売促進活動は小売店と共に行う事を申し合

わせをした。

＊大阪スポーツ用品卸商業組合が「慢性的安売り

是正への一考察」とする報告書をまとめた。

＊名古屋卸の見本市は縮小しながらでも、内容が

外商をする小売店に為になる展示会という事

で、研究されたアシックス及びモルテンなどの

コーナーは人が多く評判が良かった。

（D）公取協・海外担当（小関委員長）

＊オープン価格商品の表示上の留意点

スノーボードは公正競争規約に載っていない

が、規約は適用している。森常務理事より二重

価格表示の広告チラシについて質問が出た。広

告の現物をスポーツ用品公正取引協議会の宮地

専務理事に送付し相談して欲しいと回答。

＊世界小売商会議（ワールドサミット）

世界小売商会議の東京での開催の時期に来て

いるのではないか。将来、東京開催となった場

合、ご協力の程お願いします。

２）平成10年度組合会費入金状況報告の件

（事務局より報告）未収地区に対しては、なるべ

くお早めにご入金いただくよう督促状を発送す

ることになった。

３）各地区ブロック大会出張報告

辻本理事長 から関東甲信越ブロック(9月24日)、

東北ブロック(10月21日)、九州ブロック(11月10

日)近畿ブロック

石井副理事長から四国ブロック(11月12日)の報

告があった。

４）サッカーくじの件

（事務局より報告）

サッカーくじの件で事務局が11月11日(水)に文

部省の担当者に進捗状況を聞いてきたことを報

告。

５）業界関係スケジュール

（事務局より報告）

スケジュールの重複を避けるため各県総会、各

ブロック大会、各業界団体の総会等の日程を決定

する前に事務局で確認し、決定したら事務局まで

連絡するよう要請した。

【審議事項】

１）平成11年度全運小連定時総会の件

（森神奈川理事長、望月実行委員長）

日時、会場は既に審議済み

三層協議会・パートⅡ・講演の部の講師

岡野 俊一郎（おかの しゅんいちろう）先生に、

11月17日AM10：30辻本理事長、石井副理事長、

森神奈川県理事長、同じく望月専務理事の4名で

面談。当日の講演の件、講演の内容、テーマに付

いて話合い、お願いしてきたと報告。

演題：「21世紀へのスポーツ」

講師：日本サッカー協会会長岡野俊一郎先生

着席図、担当役割の確認を行った。

２）平成12年度(第49回)定時総会主管県決定の件

平成12年度は東北ブロックの予定であり、岩手

県という事で上程され、承認

主管県案 岩手県スポーツ用品専門店協同組合

（東北ブロック協議会）

【討議事項】

１）協同組合連合会に関する件

（事務局より報告）

８月７日(金)に辻本理事長、石井副理事長、事

務局が全国中小企業団体中央会（以下、中央会）

に出向き、振興部、主幹の福永健司氏と面会し、

全運小連の法人化についてご指導いただいた事が

事務局より報告された。

中央会の福永主幹は、「法人化するということ
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は経済事業を行うという事だ。単なる親睦団体な

ら任意団体のままでいい。」

「全運小連は 現状でも全国協同組合連合会にな

れる。

そして、各県の任意組合は賛助会員となり、正

規の役員にはなれない。出資もなし、議決権もな

い。」と説明されたと報告

《討議（要旨）》

石井副理事長＝全国の共同事業なんて出来るの

か。

辻本理事長＝県単位では、共同仕入れを福井県・

神奈川県が行っている。一般的にはやりにくい。

法人化についてはもう少しメリットを研究し、

全県参加の方向で推進したい。

経済事業の具体案として、サッカ－くじを実

施して、法人化の方向で推進してゆきたい。

法人化するには全運小連の事業活動のメリッ

トを具体化するべきだ。お客さんにメリットの

ある事業、例えば現在４つの委員会の中にサッ

カ－専門店委員会、テニス専門店委員会等の委

員会を作るなども考えて行きたい。

魚見会長＝各県単位で中央会がある。県で申請す

ると補助金が出る。方向性を出しながら検討し

たらどうか。

上田常務理事＝サッカーくじの件は積極的に提

案、推進する委員会を作るべきだ。意義の有る

組合にしてアクションを起こすべきだ。法人化

の件はブロックが組織化するなどきちんとする

ことが大事だ。個人で出来ない部分を組合でや

るべきだ。

和歌常務理事＝総論賛成、各論反対。現在、北海

道は転廃業のため5社退会している。法人化の

方はコストが掛かりすぎる。

石田（豊）常務理事＝経済的メリットを出さない

と組合員はついてこない。

竹原常務理事＝規模の小さな店の育成、外商の店

を育成等、全運小連で各県に指導するような機

関、委員会を作り検討して欲しい。

平岡副会長＝常務理事会は執行期間だと思う。具

体的なメリットについて考えて欲しい。例えば

JSRレポート。目的の具体的なものがなければ

ならない。20年前、体育の日に大阪の前田治雄

氏がスポーツ用品業界がJASPOフェアセールを

考えた。我々に課せられているのは年6千円の

会費を有効に使わなければならない。組合員に

喜ばれる事業を考えて欲しい。このままだった

ら、全運小連は沈没してしまう。

山崎会計理事＝サッカーくじを販売する権利を取

ればメリットがあると思う。

谷副理事長＝常務理事会の内容は常務理事各自が

所属の各地区ブロックに伝えて欲しい。常務理

事は各ブロックの代表なので持ち帰って各県、

各ブロックに通知する義務がある。

サッカーくじの件は九州ブロック大会で取り

上げて欲しいという意見が多かった。サッカー

くじの件は活性化委員会で対応して欲しい。

２）ファクトリー・アウトレットの件

（望月神奈川県専務理事より現況報告）

買っている人は40代が多い。広島、岐阜、長野、

山梨、仙台、千葉、大宮、足立、八王子、静岡、

沼津等、広範囲の車のナンバーが多い。9月にオ

ープン。最近はやや沈滞気味。土日は1万人前後

の客が出る。東京等近県の方が電車で来る人が多

い。契約、売上はシークレット。横浜市経済局に

行って調べている。

【協議事項】

１）次回常務理事会の開催日及び場所決定の件

会議名：平成11年度(第１回)全運小連常務理事会

日　時：平成11年１月21日（木）

委員会 11：00～11：45

昼 食 11：45～12：30

常務理事会 12：30～16：00

場　所：東京スポーツ会館４階会議室

電　話：（２階全運小連事務局）03－3865－7691

（4階会議室） 03－3861－4810

平成11年度予算案編成会議

来年1月7日（木）に開催（魚見会長より）
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日　時：平成10年10月2３日(金)PM6：00～7：30

所在地：神奈川県横浜市金沢区白帆2，5，6番地

敷地面積：31,945㎡

交　通：電車で金沢シーサイドライン「鳥浜駅」

から徒歩5分程

レポーター：事務局（佐々木）

辻本理事長に同行したアウトレット視察の報告

を致します。夕暮れ時の鳥浜駅を下車し橋を渡る

とアウトレット各社の買い物袋を下げた人々とす

れ違いました。

三井不動産が9月4日、横浜市金沢区白帆にアウ

トレット・飲食・食品などから構成される複合商

業施設「横浜ベイサイドマリーナ・ショップ＆レ

ストラン」をグランドオープンしました。

アウトレットの展開が新段階に入ってきまし

た。三井不動産が運営する「横浜ベイサイドマリ

ーナ・ショップ＆レストランツ」にはスポーツ・

アウトドア・ファッションなど45社・50店舗が出

店しました。

米国東海岸の古き良き港町（ナンタケット島）

をモチーフにして 街並みを再現したのが特徴で

す。

敷地面積は31,945㎡。総事業費は約30億円。三

井不動産が横浜市所有の土地を事業用借地権によ

り借地し、商業施設を建設、テナントに賃借する

方式です。

「ファクトリーアウトレッツ」は、三井不動産

が手がけるものとしては、「はなぽ～とブロッサ

ム」(大阪市)に次ぐ2号店目で、スポーツ・アウ

トドア・ファッションなどの有力ブランド50店舗

を集積した、日本最大規模の本格的ファクトリー

アウトレットモールとなっている。

【D310アウトレット】(デサント)売場面積85坪。

人員は店長と女性アルバイト6人。

【アシックススポーツビーイング】(アシック

ス)売場面積95坪。人員は7人。

【ナイキファクトリーストア・リズム】(ナイキ

ジャパン)売場面積210坪。スタッフ37人。

「トランスコンチネンツ」「フラン・フラン・バ

ザー」「ニューバランス・ファクトリー・ストア」

などの初出店や、関東初となったワールドの「ネ

クストドア」「トゥモローランド・ストック」な

ど人気ブランドが出そろった。在庫処分品とはい

うものの大半はブランドイメージを損なうことの

ないような配慮が行き届いている。

アウトレット発祥の地はアメリカ。メーカーが

過剰生産品や縫製不良品、在庫処分品などをファ

クトリー・アウトレットとして消費者に安価で提

供したのが、そもそもの始まりだ。複数メーカー

が出店する「アウトレットモール」自体の出現は、

80年代半ばになってから。わずか10数年の間に、

全米で約400か所と、驚くべき勢いで巨大マーケ

ットに成長した商業形態である。

この「横浜ベイサイドマリーナ・ショップ＆レ

ストラン」は米国の港町を思わせる洋館建てに、

鯨の噴水を作ったり、海岸寄りにレストランを配

置し、海の方を見れば停泊中のヨットの帆柱が林

立し、異国情緒満点の環境でした。

日本スポーツメーカーのショップはスポーツ業

界の物を絞り、衣料業界の物が多いように見え、

配慮してくれているかに見えましたが、メーカー

が消費者に対して、ダイレクトに廉価販売すると

いう事は、小売業としては了解しかねる事であり

ます。

「グローバルスタンダード」とは「国際基準」

であって、「U．S．A．基準」ではないと思いま

す。アメリカに何も言えない日本も情けないが、

三井不動産は日本の小売業すべてから良く思われ

ないという事は自覚しておいてもらいたいもので

あります。

横浜ファクトリーアウトレットレポート
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1998年11月23日成田国際空港を発ち、ロサンゼ

ェルス経由でシカゴへ行きました。

今回の旅行は、(有)クボタスポーツマーケティ

ング研究所・久保田安夫氏、と(株)フタバスポー

ツ・橋本正彦氏のお二人がアメリカのスポーツシ

ョップを視察に行くという事を聞き、無理に仲間

に入れて頂きました。今までに無い、新しい視点

から視察を体験でき、大変勉強になりました。お

二人に感謝申し上げます。最初の宿泊をしたシカ

ゴで、2年前、ＮＳＧＡから招待を受け、小関副

理事長と共に訪問し、親しくなりましたＮＳＧＡ

事務局長兼副理事長のドイール氏と対談しました

事を、久保田氏に通訳して頂き報告させて頂きま

す。

11月24日シカゴ・マリオット Ｏ’Hairにて、

AM9：00～11：30、ドイール氏と面談

《Q．米国のスポーツ小売店について》

Ａ．業態別に見ると、そのシェアーは大型資本の

大型チエーン店（ ex.「ウオルマート」、「Kマー

ト」等のディスカウンター、「JCペニー」、「シ

アーズ」等のデパートメントストアー 他 ）が

35％、スポーツ専門店（「フットロッカー」、

「フィニッシュライン」、「ジャスト フォア フィ

ート」やローカルにある小規模の自転車、スキ

ー等の種目別専門店も含む）25％、その他（メ

ールオーダー等）15％である。

現在米国では、業態毎の競争も非常にし烈で

あるが、業態内の店舗同士の競争も過酷に成り

つつある。

《Q．最近、「ザ スポーツ オーソリティー」、「ジ

ャンボスポーツ」等の大手の総合スポーツ店に

勢いが無く、「フィニシュライン」等の専門店

が強いが、米国の消費に変化が見られたの

か？》

Ａ．この傾向は間違い無い。2つの理由がある。1

つは、投資家がスポーツ小売業に魅力が無くな

った事である。1990、1991年当時、米国は経済

が3～4％の伸びの時に、大手のスポーツ店は6

～7％の伸びを示した。そのため、ハイリター

ンを約束された為に、インベストカンパニーが

魅力に感じ、積極的に投資を行った。それが、

現在では、1～2％へ低下してしまい魅力を無く

してしまった。

もう一つの理由は、消費者がスポーツに変わ

ってコンピュウター等に金を使い始め市場が伸

びなくなってしまった。

また、最近の消費者に対してはエンターテイ

メントが大切である。それを大切にしていると

ころが伸びている。その点、小さな店は、ハイ

クオリティの商品を扱い、のれんを大切にして

いるが、スキーやテニスラケット等ではレンタ

ルユースも増えてきており伸び悩んでいる。

《 Q．別紙NSGAのデータによると、売上規模の

小さい店も健闘しているようですが、どういう

店なのですか？》

Ａ．こういった店は田舎にある店です。例えば、

スキーエリア（コロラド州他）にあるスキー専

門店、自転車専門店や、その他種目専門店です。

大都市にはほとんど存在しない。例えば、ロ

サンゼルスでいえば、チックスが小さなローカ

ルチエーンである。（＊と、いってもチックス

は8店舗、53百万ドルの売上がある。）

また、シカゴの北西部にあるロックフォード

市は人口14万人のローカルな町であるが、大型

チエーン店の「ディックス」が出店しており、

既存のローカルの店は難しくなっている

最近注目されている小型店は「 Play It Again

海外レポート

アメリカのスポーツ小売業の近況
報告者 辻本昌孝

【写真】マリオットホテルでドイール氏と報告者
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海外レポート

Sports」で、中古品も含めたスポーツ用具の小

売店をフランチャイズ組織でやっている。新規

にスポーツ店を開業したい人にとって魅力の有

る企業である。

（＊1997年、約700店舗、290百万ドルの売上）

《Q．推奨店は ？》

Ａ．シューズでは「フィニッシュライン」

（本社インディアナ州インディアナポリス市97

年438百万ドル、前年比＋32.2％、302店舗、ス

ポーツシューズ専門店）

大型スポーツ店では「ディックス」

（本社ペンシルヴァニア州コラオポリス市、97

年475百万ドル、前年比＋33.1％、52店舗、総合

スポーツ店）この店はシューズ、アウトドアー、

フィットネス、ゴルフの4部門にきちっと分け

られており、非常に良い店である。

小さな店では「インペリアルスポーツ」（本

社ミシガン州）、及び「ヒベットスポーツ」（本

社アラバマ州バーミンガム市、97年113百万ド

ル、前年比＋31.5％、119店舗、総合スポーツ店）

も良い店である。

また、「ジャスト フォア フィート」も良い。

特にスタッフ、販売員が良く訓練されており、

お客に対して、非常にサービス精神が旺盛であ

る。音や映像を使ったり、３ ON 3のコートを

設置して、エンタテーメントにも力を入れてい

る。しかし、若者向きの店であり、個人的には

好きではない。

「ビッグ５」、「ジャンボスポーツ」は良くな

い。特に「ジャンボスポーツ」は生き残り戦争

に入っている。

（＊「GALYAN'S」は特に指摘はなかったが、

会話の中では、激賞していた。現在の最高級の

店といえる。）

《Q．学校教育における体育の授業について？》

Ａ.高校までの体育の時間は州によって異なる。米

国の教育法は州法によって決まっていて、州に

よって、週0時間のところ、3時間のところ、5

時間のところと差が有る。例えば、シカゴのあ

るイリノイ州の公立の高校では5時間、中学校

では2～3時間、小学校では0時間である。

Ａ．米国の場合、体育の授業には重点を置いては

いない。これは将来も変わらないでしょう。大

都市の場合（＊人種も多く、生活レベルも差が

有り）国語や数学など基礎的な学問に力を入れ

ている。地方の比較的生活レベルの高く教育へ

の関心が高い地域では、スポーツより音楽とか、

コンピューターなどの教育に親の関心は高い。

Ａ．ヨーロッパのスポーツクラブ方式（小さい時

から大人になるまで、一貫して一つの種目をす

るやり方）は米国には存在しない。高等学校迄

は対抗試合のスポーツ（オーガナイズスポーツ）

が盛んである。（＊野球、アメリカンフットボ

ール、バスケットボール、地域によってはアイ

スホッケー等）一般的に小学校の12才まではチ

ームスポーツをやっているが、それから上の年

になると、選手に選ばれる生徒は別にして、選

手からの脱落組は個人スポーツ、カジュアルス

ポーツへ移行していく。日本と同様に子供のス

ポーツ離れもあるようだ。

（注）（＊）は久保氏の注釈

【写真】スポーツショップ「GALYANN'S」

【写真】「GALYAN'S」のクライミングウオール
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1月6日（水）10：30～�

1月6日（水）13：00～�

1月7日（木）12：00～�

1月8日（金）13：00～�

1月14日（木）18：00～�

1月20日（水）11：30～�

1月21日（木）11：00～�
         12：30～�

1月21日（木）16：00～�

1月22日（金）17：45～�

1月25日（月）18：00～�

1月26日（火）17：00～�

1月27日（水）�

2月5日（金）13：30～�

2月6日（土）9：00～�
2月7日（日）～10日�

2月9日（火）～11日�

2月16日（火）�

2月17日（水）・18日�

2月19日（金）�

2月22日（月）14：00～�

2月23日（火）９：00～�
 　　13：00～�
 　　14：00～�
 　　18：30～�

2月24日（水）～26日�

2月24日（水）～26日�

2月24日（水）～25日�

3月19日（金）�

3月24日（水）�

4月14日（金）�

5月14日（金）13：00～�

8月1日（日）～4日�

9月1日（水）～2日�

9月20日（月）～21日�

名　　　　　　称�

平成11年新春記者懇談会�

第37回関西スポーツ業界新年挨拶会�

第33回新春年賀の会�

新年挨拶会�

新年互礼会�

新年会・講演会�

全運小連・委員会�
全運小連・常務理事会�

全運小連とJSECとの連絡会議�

新年懇親会�

新年懇親会�

新春懇親会�

新年懇親会�

スポーツ券運営委員会�

スポーツ用品小売世界会議／ISPO�
ｉｓｐｏ‘99 Winter

第33回'99ジャパンゴルフフェアー�

茨城県運動具小売商組合･総会�

第91回スポーツビジネスフェアー大阪�

東京スポーツ用品工業協同組合･理事会�

全運小連・理事会�

全運小連・JSEC�
全運小連・定時総会�
全運小連・三層協議会�
全運小連・懇親会�

スポーツジャパン’99春�

スノーボードジャパン�

ザ・トウキョウスポーツショー'99 FEB．�

東京スポーツ用品工業協同組合･理事会�

（社）スポーツ産業団体連合会・理事会�

東京スポーツ用品工業協同組合･理事会�

東京スポーツ用品工業協同組合･理事会�

ｉｓｐｏ'99 Summer

第92回スポーツビジネスフェアー大阪�

全運小連・関東甲信越ブロック大会�

主　催  ・  場　所�

全国運動用品商工団体連合会�

大阪スポーツ用品卸商業組合�
関西スポーツ用品工業協同組合�
             三井アーバンホテル･大阪ベイタワー�

東京スポーツ用品卸商協同組合�
東京スポーツ用品工業協同組合�
                          上野精養軒  03‐3821‐2181

名友会�
名古屋スポーツ用品商工協同組合�
名古屋厚生年金会館 B1富士の間�

広島スポーツ用品協同組合�
県民文化センター5F

（社）日本ゴルフ用品協会�

東京スポーツ会館 ４F 会議室�

全運小連・事務局�

東京スポーツ用品専門店協会�

埼玉スポーツ用品小売商協同組合�

東京スポーツ用品卸商協同組合�

神奈川県運動具商協同組合�

日本スポーツ券・事務所�

ドイツ･ミュンヘン�
ドイツ･ミュンヘン�

東京ビッグサイト･西館1、2ホール�

�

インテックス大阪�

�

横浜ロイヤルパークホテルニッコー�

横浜ロイヤルパークホテルニッコー�

（社）スポーツ産業団体連合会�

日本スノーボード産業振興会�

東京スポーツ用品卸商協同組合�

�

如水会館�

�

�

ドイツ･ミュンヘン�

インテックス大阪�

主管：東京スポーツ用品専門店協同組合�
会場：熱海後楽園ホテルタワー館�

平成１１年�

平成１１年１月１日～９月３０日 �
全日本運動具小売商組合連合会�

業界関係スケジュール�

＊各県単位、ブロック単位の総会等、スケジュールが決まりましたら事務局までお知らせ願います。�
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兵庫県でポスターを作製

兵庫県では、以前から「体育の日」を組合で活

性化しようと提案をしておられました。自分達の

仕事、業界の「日」があるなんてこんな幸せな事

はない。これを生かさないなんて手はない。とい

うのが兵庫県の提案であります。

お菓子屋さんはバレンタインデーという日に、

チョコレートを贈るという習慣を作ってしまいま

した。「バレンタインデーまで待てない」「大切な

人、好きな人に健康を贈りましょう！」これもな

かなかのキャッチコピーだと思いませんか。我が

業界の英知を結集して、一大イベントにしてみま

せんか。

2月23日の全国大会の
講師に日本サッカー協会の会長・岡野俊一郎先
生にお願いする事が出来ました。これは石井副
理事長の2年先輩、町内会も同じお付合いの仲
というお陰で、お願いできた事です。石井副理
事長・様・様で、感謝申し上げます。
「サッカーくじ」の方も12月25日の説明によ
ると、急を要する事になりました。講演を会長
さんにお願いできた勢いで、「サッカーくじ」
の方も組合の事業に勝ち取りたいものです。

（M.T.）

llllllllllllllllll
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

編集後記

lllllllllllllllll

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

ロバート議事法（その3）

（１）会議の基本原則の意味
会議運営を経験したことのある人なら、形式

ばった会議運営規則を知らなくても、会議を支配

する漠然とした原則、目に見えない基本ルールの

ある事を感ずるものである。この漠然とした原則

は、会議と言うものの性質や、目的を考え、より

良い会議運営を図りたいと願うものなら、当然考

えつくものである。例えば、会議を開こうとして

も、あまり欠席が多いと、議長は会議を取りやめ

るでしょう。それは出席者のきわめて少ない会議

で決められたことは、全体の意思を反映している

とは言えないからである。この事から、会議には

一定数の出席が必要となり、「定足数の原則」が

生まれるのである。

また、民主主義の原理から絶対必要とされる

原則には、人は皆平等である、という前提に立っ

て、会議を進める事で、｢会議員平等の原則｣、

｢発言自由の原則｣、会議の結論は会議員の多数の

意見で決すると言う｢多数決の原則｣がある。

さらに、会議の民主制保証の観点から｢定足数

の原則｣｢会議公開の原則｣｢司会者平等の原則｣が

生まれる。

しかし、民主的原則だけでは会議を運営できな

い。例えば、発言の自由があるからと言っていつ

までも討議を繰り返しているばかりでは困る。そ

こで多数決の運用によって、討議の終了を決定す

る事になるが、「発言の自由の原則」と｢多数決の

原則｣との調和の問題である。このような事は、

会議運営上の技術面と考えられる。

そして、運営の原則が定まっていないと、会議

は混乱し会議の効用も無になってしまう。そこで

「議題宣言の原則」、｢一事件一審理の原則｣のよう

な能率的、かつ規律ある運営の為の原則が生まれ

る。

そこで次回は、会議意思決定方式の最も基本的

な原則としての｢定足数の原則｣と｢多数決の原則｣

に入ります。

「体育の日」レポート

J S R 兵庫県�

10月10日�10月10日�


